
株式会社ボルテージ（本社：東京都渋谷区）は、代表取締役社長・津谷祐司による著書「1100億アイデアの
生み出しかた」を、2025年8月25日（月）に発売することをお知らせいたします。

本書は、津谷と当社がこれまで手がけてきた数々のプロジェクトや実体験をベースに、「実現可能なアイデア」を
生み出すための視点と手法を、4つの要素に整理して紹介したビジネス書です。

「新規性と実現性の両立」をテーマに、すべてのビジネスパーソンにとって、現場で求められる日々の仕事や企画
立案に活かすことのできる1冊となっております。

ぜひこの機会に本書をお手に取っていただき、ビジネスにおける発想法のヒントとしてご活用ください。

Amazon公開直後から大反響！発売前に早くもランキング第1位獲得！（2025年8月6日調べ）

4部門売れ筋ランキング第1位（経営戦略/起業/経営理論/企業動向）・8部門新着ランキング第1位

「1100億アイデアの生み出しかた」予約・購入ページ（Amazon）： https://amzn.asia/d/bcsiQH7

タイトル「1100億アイデアの生み出しかた」
著書：津谷 祐司（株式会社ボルテージ 代表取締役社長）
出版：ぱる出版
価格：1,650円（税込）
ISBN：978-4-8272-1526-7

発想が止まらなくなる方法、お教えします。
重要なのは、実体のあるビジネスでは
「実現可能なアイデア」が求められるということ。
新規性と実現性の両立――これが、
ビジネスの現場で求められるアイデア発想法なのです。

目次
第１章 稼げるアイデア発想の「型」と「手順」を見極める
第２章 解決アイデア 問題の在りかと原因をはっきりさせ、変化を与える
第３章 ネタアイデア 多様に掛け合わせ、アイデアの数を出す
第４章 広がったアイデアを評価し、絞り込む
第５章 新事業アイデアは、４要素の一致点を探る



津谷祐司（つたに ゆうじ）
株式会社ボルテージ 代表取締役 社長

東京大学工学部卒業後、博報堂に入社。
29才から3年間休職しカリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）
映画学部・監督コースに自費留学。
帰国後は博報堂で社内ベンチャーを立ち上げ、1年で黒字化させる。
独立後、携帯マルチ対戦ゲームでMCF特別賞を受賞、資金3億円を
集める。
その後4年の赤字に苦しむも、7年目に恋愛ゲームをリリースし
成長軌道に乗る。売り上げ120億円、同分野で日本一（世界一）の
規模となる。47才で東証マザーズ上場。翌年に東証一部に
市場替え（当時、史上最短）。年30%成長を10年続け、
デロイトFast50を8年連続で受賞した(当時、史上最多)。
累計売上は1100億円を超えている。

津谷祐司公式サイト：http://www.yuzi-tsutani.com/

※ 記載されている会社名・商品名・サービス名は、各社の商標または登録商標です。

ボルテージ会社概要
社名：株式会社ボルテージ
所在地：東京都渋谷区恵比寿4-20-3 恵比寿ガーデンプレイスタワー28階
代表取締役社長：津谷 祐司（つたにゆうじ）

本件に関するお問い合わせ先
ボルテージ 広報担当
MAIL ：press@voltage.co.jp 
■HP https://www.voltage.co.jp/ 
■ボルテージ商品情報サイト https://products.voltage.co.jp/


